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京
都
哲
學
會
規
約

一
、
ホ
會
は
廣
義
に
お
け
る
哲
學
の
研
究
と
そ
の
普
及
を
團
る

　
こ
と
を
醤
的
と
す
る

一
、
右
の
目
的
の
た
め
に
左
の
事
業
を
行
う

8
　
毎
月
一
回
會
誌
「
哲
學
研
究
」
を
嚢
行
ず
る

8
門
　
毎
年
公
開
講
演
會
を
開
く

⇔
　
随
時
研
究
愈
を
開
く

一
、
本
會
の
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
に
委
員
若
千
名
を
お
く

委
員
は
京
都
大
學
文
學
部
哲
學
科
教
官
及
び
委
員
會
に
お
い

て
推
薦
し
た
も
の
に
委
嘱
す
る

一
、
本
日
に
賛
助
員
若
干
名
を
お
く
　
賛
助
員
は
會
員
の
中
か

ら
委
員
會
が
推
薦
す
る

一
、
本
四
は
會
員
組
織
と
し
會
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け
な

い
　
學
校
・
選
書
館
・
其
他
の
團
髄
は
圏
騰
の
名
を
以
て
入

會
す
る
こ
と
が
で
き
る

一
、
愈
員
は
會
費
と
し
て
年
二
、
四
〇
〇
圓
（
會
誌
十
二
冊
分

を
含
む
）
を
館
納
す
る

但
し
　
二
回
又
は
三
回
に
分
納
す
る
こ
と
も
で
き
る

一
、
會
員
は
會
誌
の
配
布
を
受
け
會
誌
に
豫
告
す
る
諸
種
の
行

事
に
出
席
す
る
こ
と
が
で
き
る

一
、
本
曾
は
事
務
所
を
京
都
大
學
文
學
部
内
に
お
く

一
、
規
約
の
改
正
は
委
貫
愈
の
決
定
に
よ
る

京
都
哲
學
會
役
員

委

員
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嵐
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研
究
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説
e
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三
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自
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運
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摂
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…
・
…
…
…
…
…
・
・
島

マ
ッ
ク
ス
。
ウ
ェ
…
パ
ー
に
お
け
る

　
東
洋
哲
学
の
社
会
学
的
考
察
e
…
…
向

井
芳
　
　
夫

科
学
的
認
識
を
め
ぐ
る
合
理
論
と

　
経
験
論
の
対
立
と
交
錯
…
…
…
…
…
野
　
本
　
和

　
　
1
そ
の
現
代
理
論
哲
学
に
お
け
る
意
味
－

守幸

彙
報
・
報
告

一、

ﾝ
勲
章
折
隣
学
ム
鷲
公
開
講
演
会
記
事
　
昭
漁
囲
十
一
二
年
十
一
月
二
日
午
後
一
晴
半
よ
り
｛
疋
例
の
｛
山
都
折
留
学
A
苔
公
開
腎
癌
摂
会
が
（
｛
靴
敷
大
学
教
授
）

講
書
晶
氏
（
「
無
か
ら
の
創
造
1
を
の
解
釈
と
意
義
…
」
）
、
　
（
京
都
大
学
助
教
授
）
梶
山
雄
　
氏
（
「
仏
教
に
於
け
る
腿
想
と
哲
学
」
）
を
講
師
に
迎

え
て
法
経
第
七
講
義
室
で
開
催
さ
れ
た
。
引
き
続
い
て
楽
友
会
館
に
於
け
る
懇
親
会
が
講
演
内
容
の
一
々
に
関
し
て
鋭
い
質
問
と
穏
か
な
応
答
と
の
歓

談
誼
遙
裡
に
行
な
わ
れ
た
。
尚
近
々
本
誌
上
に
両
講
演
は
発
表
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

一
、
西
田
幾
多
郎
博
士
記
念
講
演
会
記
事
　
昭
和
脳
十
三
年
十
｝
月
十
六
臼
午
後
一
晴
半
よ
り
文
学
部
第
一
講
義
室
に
於
て
（
奈
良
教
育
大
学
教

授
）
阿
部
正
雄
氏
）
「
西
濁
哲
学
に
於
け
る
場
所
の
思
想
に
つ
い
て
」
）
、
（
学
士
院
会
員
・
大
手
前
女
子
大
学
教
授
）
三
宅
剛
一
氏
（
「
繭
霞
哲
学
に
於
け

る
『
作
る
も
の
』
と
『
人
格
セ
）
を
講
師
に
迎
え
て
寸
心
会
定
例
の
酋
繊
幾
多
郎
博
士
記
念
講
演
会
が
開
催
さ
れ
た
。
講
演
後
三
高
会
館
に
て
懇
親
会

が
入
晴
す
ぎ
迄
行
な
わ
れ
た
。

～、

｡
羅
行
な
わ
れ
ま
し
た
霞
本
学
術
会
議
第
八
期
会
員
選
挙
に
あ
た
り
、
本
会
よ
り
推
薦
い
た
し
ま
し
た
本
会
委
員
（
京
都
大
学
文
学
部
長
）
井
島

勉
氏
は
近
畿
地
方
区
か
ら
当
選
さ
れ
ま
し
た
の
で
報
告
い
た
し
ま
す
。



　
　
　
　
會
　
　
　
画

一
、
本
會
は
愈
員
組
織
と
し
愈
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け
ま

せ
ん
、
入
會
希
豊
の
方
は
京
都
市
左
京
颪
吉
隔
東
都
大
學
文

學
部
内
京
都
哲
學
警
（
振
替
口
擁
京
都
照
〇
三
九
番
　
京
都

哲
學
會
）
宛
に
規
定
の
愈
費
（
年
二
、
四
〇
〇
襯
又
は
牛
年

　
一
、
二
〇
〇
繍
）
を
お
佛
込
下
さ
い

又
會
員
へ
の
愈
誌
送
付
、
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
購
入
及
び
螢
費

に
關
す
る
一
切
は
東
京
都
千
代
田
塵
｝
番
町
一
七
番
地
三
三

創
文
就
（
振
替
口
座
東
京
九
二
四
七
二
番
）
宛
に
願
い
ま
す

一
、
禽
費
切
れ
の
場
合
は
封
筒
に
「
前
金
切
」
の
印
を
捺
し
ま

す
か
ら
直
ち
に
京
都
哲
學
會
宛
御
沸
込
下
さ
い
（
一
年
分
又

は
牟
年
分
）
、
會
費
は
原
剴
と
し
て
本
誌
十
二
甜
（
又
は
六

冊
）
の
送
付
濟
を
以
て
前
金
切
れ
と
し
、
會
費
の
三
更
其
他

の
事
情
に
よ
る
過
不
足
は
一
年
（
又
は
牟
年
）
毎
に
清
算
し

ま
す

一
、
會
員
の
縛
屠
・
入
退
愈
の
事
務
及
び
編
集
事
務
の
一
切
は

東
都
哲
學
會
宛
に
御
通
知
下
さ
い

一
、
本
誌
の
編
集
に
驕
す
る
通
信
・
薪
刊
書
。
寄
購
雑
誌
等
は

本
愈
宛
に
お
送
り
下
さ
い
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山
ハ
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二
一
七
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代
表
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ピ
サ
～
～
，
5
，
く
■
9
；
，
ノ
臥
4
旨
く
し
く
「
《
，
～
孕
～
φ
》

註
　
文
　
規
　
定

一
、
會
員
以
外
の
購
讃
者
の
御
註
文
及
び
贋
告
掲
載
に
爾
す
る

件
は
「
創
文
砒
」
へ
御
申
込
下
さ
い

一
、
本
誌
の
御
註
文
は
す
べ
て
代
金
送
料
共
（
一
部
、
定
価
二

五
〇
欄
、
送
料
。
四
〇
圓
）
前
金
に
て
お
送
り
下
さ
い
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